
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
三
日

一
舟
を
舫
ひ
水
郷
冬
ざ
る
る

宏

虎

碧
天
へ
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
枯
つ
く
す

満

天

林

間

に

紅

一

点

の

冬

紅

葉

せ
い
じ

二
〇
一
三
年
一
二
月
一
二
日

ラ
ジ
コ
ン
の
ヘ
リ
の
飛
び
交
ふ
枯
野
か
な

う
つ
ぎ

対
岸
の
人
に
も
の
言
ふ
息
白
し

よ
し
子

冬
ざ
れ
の
寺
苑
の
隅
に
十
字
墓

菜

　々　

飛
火
野
に
鹿
寄
せ
ホ
ル
ン
響
き
け
り

ひ
か
り

二
〇
一
三
年
一
二
月
一
一
日

鴨
あ
そ
ぶ
湖
へ
開
き
し
浮
御
堂

雅

流

二
〇
一
三
年
一
二
月
一
〇
日

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
は
言
い
が
た
き
大
枯
野

う
つ
ぎ

山

家

よ

り

煙

一

筋

夕

紅

葉

な
つ
き

二
〇
一
三
年
一
二
月
九
日

山

門

を

額

に

紅

葉

の

東

山

よ
し
子

賜

り

し

洗

濯

日

和

冬

日

燦

こ
す
も
す

頬
被
り
し
て
冬
菜
売
る
媼
か
な

満

天

海
風
に
紅
葉
且
つ
散
る
船
着
き
場

な
つ
き

年
忘
れ
上
座
下
座
の
な
き
集
ひ

う
つ
ぎ

二
〇
一
三
年
一
二
月
八
日

新
暦
世
界
遺
産
の
逆
さ
富
士

あ
さ
こ

海
の
風
水
仙
郷
を
吹
き
上
げ
来

と
も
え

差
し
向
か
ひ
本
音
の
洩
る
る
炬
燵
か
な

宏

虎

二
〇
一
三
年
一
二
月
七
日

冬
日
燦
横
川
詣
で
の
バ
ス
窓
に

雅

流

銀
杏
散
り
白
亜
の
校
舎
の
現
れ
に
け
り

満

天

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
五
日
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